
年間授業計画

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科令和５年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

教科６年度

【思考力、判断力、表現力等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とそ
の中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課
題の形成に関わる近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色な
どを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在との
つながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決
を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したこ
とを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする
力を養う。

態

1

第３章　欧米諸国と日本の国家形成

１０　イギリス・フランスの繁栄とイタ
リア・ドイツの統一

・イタリアやドイツではどのように近代
国家形成を展開したのか理解する。

○

○ 1

○

○ ○

8

定期考査（中間）
○

○

定期考査（期末）

第３章　欧米諸国と日本の国家形成

１１　明治政府の諸改革
１３　自由民権運動と大日本帝国憲法

・明治維新により、日本がどのような国
家に変化したのか考察する。
・日本が近代国家となるために、どのよ
うな政策を進めていったのか理解する。

・指導事項　単元
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用　等

【知識・技能】
・日本の明治維新から大日本帝国憲法の制定までの過
程をもとに、立件体制による国民国家の成立の歴史を
理解している。
【思考・判断・表現】
・明治維新の前後で国のしくみと身分制がどのように
変化したかを考察し、表現している。
・近代国家となった日本の政治に国民がどの程度参加
できたか考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・アジアで初めての近代国家建設の歴史を、明治維新
政府樹立から大日本帝国憲法の制定までを理解するこ
とで、日本国民としての自覚を深めることができる。

○ ○

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつなが
りなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れ
て構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態
度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対す
る愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】
近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形
成に関わる近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理歴史 歴史総合

A組：寺崎

地理歴史 歴史総合 2

神代

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい
社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようと
する態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国
の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重すること
の大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識、技術】

配当
時数

１
学
期

第２章　欧米の市民革命と「西洋の衝撃」

４　イギリス産業革命とアメリカ独立戦争

・イギリス産業革命とアメリカ独立戦争に
よって、どのような政治体制が生まれたのか
理解する。

・指導事項　単元欧米の市民革命と「西
洋の衝撃」
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・ DVD等
・スマートスクール端末の活用

【知識・技能】
・イギリスの革命とアメリカの独立によって成立し
た、それぞれの政治体制について、啓蒙思想に着目し
て理解している。
【思考・判断・表現】
・イギリスとアメリカで成立した政治体制とその違い
について考察し、根拠に基づいて表現している。
　【主体的に学習に取り組む態度】
・産業革命によってもたらされた19世紀の「パプス＝
ブリタニカ」が欧米諸国や日本や中国に与えた影響
を、多面的・多角的に追及することができる。

○ ○ ○ 5

第２章　欧米の市民革命と「西洋の衝
撃」

５　フランス革命とウィーン体制
８　アヘン戦争の衝撃と日本の開国
９　江戸幕府の滅亡

・18世紀とその前後のヨーロッパやアヘ
ン戦争やペリー来航をはじめアジアと欧
米諸国の関係などを基に，18世紀とその
前後の世界の政治と社会を理解してい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

歴史総合 (実教出版)　

地理歴史

○ ○

・指導事項　単元　欧米の市民革命と
「西洋の衝撃」
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用

【知識・技能】
・フランス革命の理念を人権思想に着目して理解して
いる。
・ヨーロッパの進出に対する日本と清の対応と結果
を、行動主体に着目して理解している。
【思考・判断・表現】
・フランスの政治体制や社会が革命によってどのよう
に変化したのかを考察し、根拠に基づいて表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・18世紀の日本とアジア諸国の社会情勢を経済視点か
ら捉え、主体的に問いや見通しをもって学習に臨んで
いる。

○ ○

・指導事項　単元欧米諸国と日本の国家
形成
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用　等

【知識・技能】
・「世界の工場」とよばれたイギリスの繁栄につい
て、内政・外交の両面から理解している。
・イタリア・ドイツの統一に着目して、これらの国々
の近代化について理解している。
【思考・判断・表現】
・ドイツの近代国家形成の特徴について、考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・イタリアとドイツの統一が与えた影響について追究
しようとしている。

○ ○

8

8



３
学
期

第６章経済危機と第二次世界大戦
２６　世界恐慌と各国の対応
２７　ファシズムの時代
３０　第二次世界大戦の勃発

・ファシズム勢力に、大衆が同調した
り、見過ごしたりした理由と課題につい
て考察し、表現している。

・指導事項　単元
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用　等

【知識・技能】
・第一次世界大戦後に形成された国際協調体制が、世
界恐慌によって動揺し、不穏な情勢がヨーロッパやア
ジアを覆っていく過程を理解し、その知識を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
・関亜恐慌が国際協調体制をどのように崩壊へ導いた
のかを考査し、その課題を克服するためにどのような
対応が可能であったか説明したり議論したりしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・第一次世界大戦後の国際協調体制の動揺について、
課題解決の方策を考え、現代の私たちが置かれている
状況に生かそうとしている。

○ ○ ○

定期考査（期末）

２
学
期

第４章　帝国主義の時代
１４　帝国主義の時代へ
１５　朝鮮をめぐる国際関係と日清戦争
１７　日露戦争と東アジアの変動

・18世紀とその前後のヨーロッパやアメ
リカ大陸，アヘン戦争やペリー来航をは
じめアジアと欧米諸国の関係などを基
に、18世紀とその前後の世界の政治と社
会を理解している。

・指導事項　単元　第一次世界大戦
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用　等

【知識・技能】
・欧米列強が圧倒的軍事力を背景に世界の植民地化を
進めていった過程と、日本が日清・日露戦争を経て、
国際社会の地位を高めていった過程を理解している。
【思考・判断・表現】
・欧米列強の帝国主義政策によって、どのようにアジ
ア諸国の外交政策が変容していったかを把握し、解決
を視野に入れて構想し効果的に説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日露戦争に伴う日本と欧米諸国の関係の変化につい
て、追究しようとしている。

○ ○ ○

○ ○

8

第６章経済危機と第二次世界大戦
３１　第二次世界大戦の終結
３２　国際連合の成立と冷戦

・第二次世界大戦は、どのように終結
し、どのような問題を残したのか考察し
ている。

・指導事項　単元
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用　等

【知識・技能】
・日本がポツダム宣言を受諾するに至る経緯や被害の
甚大さ、終戦後の日本とアジア諸国の関係にある深い
傷跡について理解している。
【思考・判断・表現】
・なぜ第二次世界大戦では多くの犠牲者が出ることに
なったのか考察し、表現している。
・冷戦がヨーロッパ諸国に及ぼした影響について考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・大戦後に形成された冷戦構造と国際連合による平和
維持体制が、現代社会に与えた影響と課題について追
究しようとしている。
・冷戦下の交際政治の推移に関する諸現象について、
東西両陣営の対立やアジア・アフリカ諸国の独立が現
代の諸課題と繋がっていることを追究している。

○ ○

○ ○ ○ 1
定期考査（学年）

○

○ ○ ○

第５章　第一次世界大戦と大衆社会
２２　ヴェルサイユ体制とワシントン体
制
２３　アジアの民族運動

・ヴェルサイユ体制によって形成された
世界秩序と、国際社会や各国に生じた政
治・社会・文化の変化について、資料を
読み取り、理解している。

・指導事項　単元　第一次世界大戦の欧
米諸国
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用　等

【知識・技能】
・第一次世界大戦後、交際連盟が形成された経緯につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・ヴェルサイユ体制と国際連盟の課題について考察
し、表現している。
・中国の人々にとって、ワシントン体制がどのような
ものであったか考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会で発言力を高めたこの時点のアメリカと今
日のアメリカとの相違点を追究して、国際社会の問題
を考察しよとしている。

○ ○ ○

定期考査（中間）

8

第５章　第一次世界大戦と大衆社会
１９　第一次世界大戦
２０　ロシア革命とソ連の成立

・勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦
争参加が、現代社会に与えた影響と課題
について理解し、表現している。

・指導事項　単元　平和主義と日本
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用　等

【知識・技能】
・第一次世界大戦が総戦力化した構造を理解してい
る。
・1905年のロシア革命から1922年のソ連の結成までの
流れを理解している。
【思考・判断・表現】
・第一次世界大戦の特徴と戦争の被害が拡大した要因
について考察し、表現している。
・対ソ干渉戦争を起こしたのはどのような国であった
か、そしてその国々の思惑について多面的・多角的に
考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国家のあらゆる物資と能力をつぎこむ総力戦となっ
た背景について、問いや追求の見通しを持って意欲的
に取り組んでいる。

○ ○ ○ 8

第５章　第一次世界大戦と大衆社会
２４　第一次世界大戦後の欧米諸国
２５　広がる社会運動と普通選挙の実現

・国家のあらゆる物資と能力をつぎこむ
総力戦となった背景と第一次世界大戦後
の国際協調体制について、資料を読み取
り、理解している。

・指導事項　単元　ファシズムの時代
・教材　教科書・ノート・プリント・
CD・DVD等
・スマートスクール端末の活用　等

【知識・技能】
・第一次世界大戦後の展開と総戦力としての性格につ
いて理解するとともに、大戦後の国際協調体制の目的
がわかる資料をこうかてきにまとめることができる。
　【思考・判断・表現】
・総戦力としての性格がなぜ生まれたという理由を、
技術の進歩や産業構造の変化を踏まえて多面的・多角
的に考察し、説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・大衆社会の形成と社会運動の広がりについて、より
よい社会の実現のための運動としての認識を持ち、自
国と他国の文化を尊重しながら学ぶ姿勢を持ってい
る。

○ ○ ○

1

8

1

合計

78

4

○ 8


